
2章：図形と方程式 2：円

円の接線

100 直線 y = ax+ bが円 x2 + y2 − 8x+ 2y − 8 = 0の周上の点 (8, 2)で

接線となるとき，a = ，b = である。 （北海道薬科大）

101 xy平面において，中心が点 (1, −1)で半径が 1の円に接し，点 (5, 1)

を通る直線の方程式は y = と y = である。 （立教大）

102 2円 x2+y2 = 22と (x−6)2+y2 = 42に共通な接線の方程式は ，

， である。 （昭和薬科大）

円の接線

100 接線は接点と中心を結んだ線分に垂直です。また，円 (x− a)2 + (y− b)2 = r2

上の点 (x0, y0)における接線の方程式は

(x0 − a)(x − a) + (y0 − b)(y − b) = r2

101 円の外部の点から接線を引く問題です。接線は 2本存在します。

102 一般に 2つの円に接する直線は共通内接

x

y

O 2 6 10

線，共通外接線が 2本ずつの合計 4本がありま
す。本問では 2円が接しており，共通内接線は
1本となっています。
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2章：図形と方程式 2：円

円の接線

100 x2 + y2 − 8x+ 2y − 8 = 0 を変形すると

(x− 4)2 + (y + 1)2 = 25

だから，中心 P(4, −1)，半径 5の円である。

A(8, 2)に対して，APの傾きは

P

A(8, 2)

2− (−1)

8− 4
= 3

4

だから接線の傾きは − 4
3
となるので

y = − 4
3
(x− 8) + 2 すなわち y = − 4

3
x+ 38

3

したがって a = − 4
3
, b = 38

3

(x− 4)2 + (y + 1)2 = 25上の点 (8, 2)における

接線の方程式は

(8− 4)(x− 4) + (2 + 1)(y + 1) = 25 ∴ y = − 4
3
x+ 38

3

101 中心が (1, −1) で半径が 1の円の接線で，点 (5, 1)を通るものは，y 軸と平

行でないから

y = m(x− 5) + 1 ∴ mx− y − 5m+ 1 = 0

とおける。中心 (1, −1)と直線との距離が円の半径 1となることから

m− (−1)− 5m+ 1√
m2 + 1

= 1

両辺に
√
m2 + 1 をかけて，さらに両辺を 2乗すると

(−4m+ 2)2 = m2 + 1

15m2 − 16m+ 3 = 0

∴ m =
8±

√
64− 45
15

=
8±

√
19

15

よって，求める直線の方程式は

y =
8±

√
19

15
x− 5 · 8±

√
19

15
+ 1

∴ y =
8 ±

√
19

15
x − 5 ±

√
19

3
（複号同順）
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2章：図形と方程式 2：円

102 x2 + y2 = 22 は原点 Oを中心とした半径 2の円であり，(x− 6)2 + y2 = 42 は

A(6，0)を中心とした半径 4の円である。よって，2円は点 (2，0)で接し，この点を

通り x軸に垂直な直線は共通な接線の 1つである。 ∴ x = 2

また，残りの接線を y = mx+ nとおくと，中心から接線までの距離はそれぞれの
半径に等しいことから

n√
m2 + 1

= 2 · · · · · · 1⃝,
6m+ n√
m2 + 1

= 4 · · · · · · 2⃝

1⃝， 2⃝より
2 n = 6m+ n すなわち 2n = ±(6m+ n)

∴ n = 6m, −2m

n = 6mのとき， 1⃝より
6m√
m2 + 1

= 2 すなわち 9m2 = m2 + 1

∴ m = ±
√
2
4

, n = ± 3
√
2

2
（複号同順）

n = −2mのとき， 1⃝より
−2m√
m2 + 1

= 2 すなわち m2 = m2 + 1

となり，これをみたすmは存在しない。

したがって，残りの接線は y = ±
√
2
4

x ± 3
√
2

2
（複号同順）
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